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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　ミエリン塩基性蛋白（以下MBP）は実験性アレル

ギー性脳脊髄炎（以下EAE）において有力な脳炎惹起

原であり，その抗原特異部位は動物の種，系統により

異なる．近年，欧米人を対象にしたMBPの抗原特異部

位についての研究が報告されているが，その人種差や

主要組織適合抗原（以下MHC）との関連については充

分解明されていない．本研究の目的は日本人健常人よ

りMBP反応性T細胞株を作製して欧米人と比較検

討し，人種による中枢神経抗原に対する反応性の相違

について検討することにある．

　対象および方法

　神経学的に異常を認めない日本人成人8例（男性5

例，女性3例，平均年齢30．5±5．7歳）において末梢静

脈血より単核球成分を採取し，MBP（最終濃度10μg／

m1）と至適量のインターロイキン2（100U／1nl）を加

えて培i養を行い，3H一チミジンの取り込みによりMBP

に対する反応性を測定した．確立したT細胞株につい

てヒトMBPと，ヒトMBPをほぼ網羅する複数の合

成MBP　peptideとを用いて抗原特異部位について検

索した．

　結果

　1．培養した総数752のT細胞株のうちMBP反応

性T細胞株を34株樹立した．対象別のMBP反応性T

細胞株の出現頻度は0～9．7％，全対象の平均は4．1±

3．6％であった．

　2．MBPの抗原特異部位は34株のうち23株を確定，

MBPアミノ酸配列84から102に対し8株（34．8％），

143から168に対し7株（30．4％）が反応を示した．

　3．各々の対象において8例中5例はMBPアミノ

酸配列84から102に，4例は143から168にそれぞれ反応

するMBP株を認めた．

　4．MHC　class　IIとMBP抗原特異部位の相関を検

討し，MBPアミノ酸配列84から102に対するT細胞株

とDRw14陽性群，143か日168に対するT細胞株と

DQw1陽性群で有意な相関が認められた．

　考察

　近年，欧米入MS患者についてMBP反応性T細胞

株アミノ酸配列84から102はMHC　class　IIのDR2と，

また143から168はDRw11と有意な相関があることが

報告され，MBPに対するT細胞と特定のMHCとの

関連が報告された．本研究におけるMBP反応性T細

胞株の出現頻度は培養した全T細胞株の4．1％で，か

つMBPアミノ酸配列の84から102，143から168がそれ

ぞれ抗原特異部位と考えられ，少なくともこれらにつ

いては欧米人と日本人とで人種差はみられなかった．

　今後さらに，本邦のMS患者で，同様の検索をする

ことにより本邦と欧米でのMSの著しい有病率の差

の解明に寄与するものと考えられる．

　結論

　日本人健常人のMBPに対する反応性及び，　MBP

の抗原特異部位は欧米人と比較し，相違を認めなかっ

た．
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論　文　審　査　の　要　旨

　ミエリン塩基性蛋白（MBP）は，実験性アレルギー性脳脊髄炎の有力な脳炎惹起物質で，その抗原特異部位

の欧米人についての報告はみられるが，日本人についての報告が無く，また，主要組織適合抗原（MHC）との

関連についても明らかにされていない．

　本論文は，日本人成人末梢静脈血から単核球成分を採取して培養を行い，MBPに対する反応性を測定，ま

た，確立したT細胞株について，ヒトMBPと，ヒトMBPをほぼ網羅する複数の合成MBP　peptideとを用

いてMHC　class　IIとMBP抗原特異部位の相関について検討し，　MBP反応性T細胞株の出現頻度は4．1％

で，かつ，MBPアミノ酸配列の84から102，143から168が夫々抗原特異部位であることを明らかにし，欧米人

と差異の無いことを初めて指摘したもので，学術的に価値ある論文である．
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